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阪南市市民協働・共創事業評価シート 

 

記入日　　令和 8 年　1 月　13 日 

 

阪南市市民協働・共創事業提案制度を活用して協働で実施した事業について、成果と課題を広く共有する

ために、提起した視点で事業の評価を行ってください。 

 

 

1．事業の概要 

（１）事業の目的（事業を企画した課題、現状、背景についても記入してください） 

 

（２）役割分担（団体、事業担当課それぞれの役割を記入してください） 

 

（３）事業費 

 

 

 
団　体　名 阪南まちおこし夢テラス　（担当者名：寺田雄揮）　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　

 
担当課名 生涯学習推進室　（担当者名：河田泰之）

 
事業名 コミバスで行くはんなん探訪

 事業開始からの 

実施期間
令和年 6（2024 年）4 月 1 日～令和 9 年（2027 年）3 月 31 日

 
提案の区分 ■　市民自由提案部門　　　　　　□　市設定テーマ部門　

 
協働の形態

■ 事業委託　　□ 補助金　　□ 実行委員会・協議会　 

□ その他（　　　　　　　　　　　）

 
事業の年度 □ 初年度　■ 継続 2 年目　□ 継続 3 年目　　□ 継続４年以上（　　　年目）

 阪南市は山・里・海の自然が豊かで、史跡や伝承も多くあるが、現状では市民がそれに触れる機会が少な

く、市外からの景観や歴史を求めて来訪する人は多いとは言えない。観光施策もあるが外部からの観光客を

誘致するイベントが目立ち、市民が気軽に参加できる観光事業がない。 

　この事業は、市民が阪南市の魅力を再発見するため、身近にある自然や史跡・社寺・石仏・伝承・グル

メなどに触れる機会や情報を提供することを目的とする。具体的には、コミュニティバスを活用して少人数

（1 人）でも気軽にはんなん探訪ができるよう、わかりやすいパンフレット・チラシを提供する。

 
団　体 まちあるきプランの作成・実行・ブラッシュアップを継続しパンフレットを印刷　

 
事業担当課 事業実施にかかる広報などの支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 団　体 843,900 円　委託費

 市 委託費　843,900 円　費目を記入（（例）補助金　　　円、委託費　　　円　等）

 合　計 　　　　　　　　　843,900　円

 初年度の事業費計 　313,700 円 団体分担　　　　　0 円 市分担　　313,700 円

 2 年目の事業費計 　313,700 円 団体分担　　　　　0 円 市分担　　313,700 円

 前年度の事業費計 　313,700 円 団体分担　　　　　0 円 市分担　　313,700 円
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（４）　事業の内容 

　※名称・日時・場所・参加人数・内容・収益など具体的に記入してください。 

　※活動の写真や資料があれば、添付してください。 

 

 

 

（５）　事業に参加したのは想定した人たちでしたか。参加した人たちの反応はどのようなものでしたか。

※その人たちや組織に何らかの変容があれば、それも交えて記入してください。 

 

 

 

（６）　協働で事業を進めるにあたり、工夫した点があれば、記入してください。 

 

 

 

 

 ①打合せ 

　〔日程〕6/4、7/2、8/6、9/3、10/1、11/5、12/3、1/7、2/4（予定）、3/4（予定） 

　〔場所〕阪南市市民活動センターほか 

　〔内容〕まちあるきパンフレットおよびモニターツアーの企画・検討 

②モニターツアーの実施 

　〔日程・場所〕阪南市内の 6 コース（詳細は別添 1 参照）　 

　〔内容〕企画のブラッシュアップを目的に、企画したコースのうちの 6 コースでモニターツアーを実施。 

③パンフレットの内容充実 

〔内容〕モニターツアー参加者からの意見を集約し、パンフレット原案へ反映させた（パンフレット原案

は別添 2 参照）。 

 

 

 

 

 パンフレットの内容充実のため、モニターツアーを実施した。参加者は、市内在住の女性が大半で、いず

れのコースも満足度が高く、口コミを起点にした誘客促進につながるとの評価を得た。（ツアー参加者から

は、「楽しかった」との回答が 93％、「知人を誘って再度訪れたい」との回答が 96％） 

パンフレット原案作成にあたっては、観光協会などとも意見交換の場を設け、今後の連携については前の

めりな反応だった。 

 

 

 

 

 1 年目の活動で関係性が深まったので、2 年目では、それぞれの役割と自主性を尊重しながら、自由に意

見交換ができる場を持つことを目標に事業を実施した。 
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２．協働事業の評価 

・下記の評価項目について、それぞれの立場から評価してください。評価基準は５段階としてください。 

・大変よくできた（５点）　・よくできた（４点）　・できた（３点）　・あまりできなかった（２点） 

・できなかった（１点）　・評価項目として適当でない（N） 

※「N」を選択した場合は、下記記述欄にその理由を記入してください。 

 

（１）評価 

 

「N（評価項目として適当でない）」を選択した場合は、その理由を記入してください。 

 

 

 

 

 
評 価 項 目

評価点

 行政 団体 平均

 
　

事 

業 

実 

施 

前

１
実施する事業の課題・背景や目的を両者で確認・共有しました

か。
3 4 3.5

 
２ 事業の到達目標を協議して設定しましたか。 3 4 3.5

 
３ 事業の実施に際して、計画書や工程表の作成等、計画的な実施

のため協議・工夫しましたか。
3 4 3.5

 
４ 事業を進めるための役割分担や責任を協議して決めましたか。 3 4 3.5

 
事 

業 

実 

施 

中

５ 進捗管理、必要な情報共有をしましたか。 3 3 3

 
６

状況の変化に応じて、協議しながら、柔軟な対応ができました

か。
3 4 3.5

 
７

お互いの得意分野や人材・情報を活かし、協力しながら、事業

を進めることができましたか。
3 4 3.5

 

事 
業 

実 

施 

後

８ 設定した目標は達成できましたか。 3 4 3.5

 
９

協働で事業に取り組んだことで、単独で実施するより、成果を

上げることができましたか。
3 4 3.5

 
1０ 責任の所在や役割分担は適切でしたか。 3 4 3.5

 
1１

事業には、当事者、関係者をはじめ、多様な人たちの参加を促

すことができましたか。
3 3 3

 
1２ 予算は妥当でしたか。 2 4 3

 
1３

課題の解決策や今後の方針について、協議を行いましたか。
3 4 3.5

 
1４

協働事業に取り組むことによって、組織に何らかの変化をもた

らしましたか。
3 4 3.5

 
番　号 理　　　　　　由
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（２）協働して良かったこと、団体や行政の単独ではなく協働で実施したことによりどのようなメリットが

あったかなどを記入してください。 

 

（３）協働して課題だと感じたこと、翌年度も事業実施する場合はその改善のために具体的にどのように取

り組むかを記入してください。 

 

（４）今後の具体的な展開　※団体と事業担当課が話し合い、記載してください。 

■今後も協働事業として実施する（■提案事業継続　□提案事業以外） 

□終了する 

□市が単独で実施する 

□団体が単独で実施する 

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 

上記の回答とした理由を記載してください。 

（『協働事業として実施』を選択された場合は、提案事業（以外）とする理由も含めて記載してください。） 

 

（５）実施事業を今後、どのように活かし発展させるのか。また、団体の自主財源確保の方法などを含

めた具体的な事業展開の内容などを記入してください。 

 

（６）その他　 

 
団体 

にとって
行政との適切な役割分担により、団体の強みを最大限生かすことができた。

 
行政 

にとって

団体などを事業に巻き込むことで、成果品（パンフレット）の活用促進を効果的に行うこと

ができる。

 
市民 

にとって

協働によるパンフレットの内容充実により、より充実した生涯学習の機会を得ることができ

る。

 
団体 

にとって

コースの策定と意見集約にかなりの時間を要したため、内容の精査を十分に行えなかった。

次年度は、関係団体などとの意見交換を行い、内容の充実を図りたい。

 
行政 

にとって

団体との調整（特に意思決定）に時間がかかり、担当者の負担が多いと感じた。次年度は、

団体のとの方向性のすり合わせを丁寧に行うことで、調整の円滑化を図りたい。

 
市民 

にとって

市民から「まちの魅力をもっと知りたいが機会がない」との意見があった。これを解消する

ための効果的な方法を、団体と行政で検討したい。

 パンフレットの納品と活用促進にかかる事業を次年度に予定しているため。

 次年度は、パンフレットの活用促進を自立的に実施する主体（個人、団体、店舗など）を複数育成した

い。これにより、事業終了後は、市民・団体がパンフレットを用いた事業を主催し、行政はこれを支援す

る体制の構築を目指したい。

 なし



＊各コースの内容は裏面をごらんください
〔定 員〕各コースとも５名程度（多数抽選）

〔費 用〕無料

〔申込先〕参加したいコース番号を明記の上、電話またはメールで生涯学習推進室まで

電話：072-489-4542（直通）、メール：s-gakusyuu@city.hannan.lg.jp

〔主 催〕阪南市教育員会
メールで

かんたん申込

コース6

阪南らしいまちなみをめぐり
阪南らしい農業遺産を探訪

11月29日（土） 

９:20～１２:００ 

自然田地区の景観と
鳥取中地区にのこる
ユニークな灌漑施設
「抜水（ぬきず）」をめぐる

コース1

舞！なぞの古墳と消えた村

９月19日（金）

8：25～1２:００ 

舞地区には案外知られていない
ミステリアスな古墳と消えた舞村
さてどんな人が住み
何をしていたのでしょうか？

コース2

重要文化財の波太神社と
荘園らしい景観を楽しむ

9月27日（土）
 ９:20～1２:００

波太神社の社叢と風格ある
建物をじっくり堪能した後は
鳥取荘の景観をあるく

コース3

大坂夏の陣ゆかりの
物語をたどり
平安時代の観音さまをめぐる

10月18日（土）
8：20～1２:30

大坂夏の陣のヒロインお菊に
ちなんだ物語の舞台をたどり
十一面観音菩薩を参拝

コース5

泉南唯一の別院と
大師さんゆかりの井戸をめぐる

11月21日（金）

 ９:３０～１２:30

府内に3か所しかない別院のひとつ
尾崎別院と周辺のまちなみをめぐり
弘法大師ゆかりの井戸を訪ねる

コース4

大阪湾を一望！
せんなん里海公園をめぐる

10月31日（金）

９:2０～1２:30

夕陽の百選にも選ばれた
大阪湾屈指のビューポイントで
大阪湾のすばらしさを堪能

コミュニティバスでめぐる！

参加者募集はんなんの魅力
探訪まちあるき

緑豊かな山、豊かな田畑
美しい砂浜、歴史ある社寺
自慢の特産物などなど
魅力いっぱいの阪南市を
探訪するまちあるきに
参加してみませんか！



各コースの概要

当日のルート

阪南市役所〔集合〕

↓コミュニティバス

舞４丁目（8：51着）

塚谷古墳

棚田

舞村跡

孝子越街道道標

指出森神社

貝掛の松の碑

貝掛（12：08発）

↓コミュニティバス

阪南市役所（12：22着）

〔お知らせ〕
・集合地点では、スタッフ（水色の服）がお待ちしております。
・ご参加いただいた方には、まち歩きプランの内容充実のため、アンケートにご協力をお願いします。
・荒天の場合延期します（延期日は各コースに記載）。
・行事に関する問い合わせは、阪南市教育委員会生涯学習推進室まで（072-489-4542）

９月19日（金） 
8：25～1２:００ 
コース1
舞！なぞの古墳と

消えた村 

〔ご注意ください〕開催日当日、6：00の時点で阪南市域に気象な
どの特別警報もしくは気象警報が発令されいる場合は、9月22日
（月）の開催とします。

〔集合時間〕
8：25（8：33発に乗車）

〔集合場所〕
コミュニティバス
「阪南市役所」バス停

坂 道 あ り
距離約■ｋｍ

９月27日（土）  
９:20～1２:００
コース2
重要文化財の波太神社と
荘園らしい景観を楽しむ

〔ご注意ください〕開催日当日、7：00の時点で阪南市域に気象など
の特別警報もしくは気象警報が発令されいる場合は、9月29日
（月）の開催とします。

当日のルート

尾崎駅前〔集合〕

↓コミュニティバス

波太神社前（10：04着）

祐道寺

波太神社

鳥取神社

蓮池

首斬り地蔵

石田（11：45発）

↓コミュニティバス

尾崎駅前 （11：54着）

ほとんど平地
距離約■ｋｍ

〔集合時間〕
9：20（9：30発に乗車）

〔集合場所〕
コミュニティバス
「尾崎駅前」バス停

10月18日（土）
8：20～1２:30
コース3
大坂夏の陣ゆかりの
物語をたどり
平安時代の観音さまを礼拝

〔ご注意ください〕開催日当日、6：00の時点で阪南市域に気象など
の特別警報もしくは気象警報が発令されいる場合は、10月20日
（月）の開催とします。

当日のルート

阪南市民病院〔集合〕

↓コミュニティバス

鳥取ノ荘駅前（8：59着）

西鳥取公民館

法福寺

銀座通り

西鳥取観音堂

楫取神社

西鳥取漁港

勇夫善六の墓

鳥取ノ荘駅前 （12：11発）

↓コミュニティバス

阪南市役所 （12：20着）

ほとんど平地
距離約■ｋｍ

〔集合時間〕
8：20（8：30発に乗車）

〔集合場所〕
コミュニティバス
「阪南市民病院」バス停

10月31日（金）
 ９:2０～1２:3０
コース4
大阪湾を一望！
せんなん里海公園をめぐる

〔ご注意ください〕開催日当日、7：00の時点で阪南市域に気象など
の特別警報もしくは気象警報が発令されいる場合は、11月4日（火）
の開催とします。

当日のルート

尾崎駅前〔集合〕

↓コミュニティバス

箱作駅前（9：47着） 

宗福寺

善太夫橋など

中世の館跡

箱作自然海岸

せんなん里海公園

加茂神社

箱作駅前（12：05発）

↓コミュニティバス

阪南市役所（12：22着）

ほとんど平地
距離約■ｋｍ

〔集合時間〕
9：20（9：30発に乗車）

〔集合場所〕
コミュニティバス
「尾崎駅前」バス停

11月21日（金）
 ９:３０～1２:30
コース5
泉南唯一の別院と
大師さんゆかりの井戸を
めぐる

〔ご注意ください〕開催日当日、7：00の時点で阪南市域に気象な
どの特別警報もしくは気象警報が発令されいる場合は、11月25
日（火）の開催とします。

当日のルート

阪南市役所〔集合〕

尾崎町役場跡

尾崎別院

尾崎銀行跡

本舗辻八（和菓子）

稱念寺

鳥取ノ荘（12：11発）

↓コミュニティバス

阪南市役所 （12：25着）

ほとんど平地
距離約■ｋｍ

〔集合時間〕
9：30
〔集合場所〕
コミュニティバス
「阪南市役所」バス停

11月29日（土）
 ９:2０～1２:００
コース6

阪南らしいまちなみと
阪南らしい農業遺産を探訪

〔ご注意ください〕開催日当日、7：00の時点で阪南市域に気象な
どの特別警報もしくは気象警報が発令されいる場合は、12月1日
（月）の開催とします。

当日のルート

尾崎駅前〔集合〕

↓コミュニティバス

平見（9：39着）

坂ノ口地蔵尊

自然居士旧跡

瑞寶寺

抜水の施設

湧泉の碑

三本松

阪南市役所 

ほとんど平地
距離約■ｋｍ

〔集合時間〕
9：20（9：30発に乗車）

〔集合場所〕
コミュニティバス
「尾崎駅前」バス停



～59歳 60～６９歳 70～７９歳 無回答 計 男 女 計

計 15 9 18 2 44 計 15 29 44

％ 34% 20% 41% 5% 100% % 34% 66% 100%

質問　この行事をどこで知ったのか教えて下さい（複数回答あり

広報 阪南市HP チラシ 口コミ その他 無回答 計

人数 23 1 12 10 0 0 46

％ 50% 2% 26% 22% 0% 0% 100%

通院 買物 つかわない 無回答 計

人数 4 3 25 12 44

％ 9% 7% 57% 27% 100%

はじめて ２回目以上 無回答 計

人数 16 28 0 44

％ 36% 64% 0% 100%

質問　この行事に参加しようと思ったきっかけは（複数回答あり

合計

人数 70

％ 100%

質問　感想を教えてください

回答 人数 ％ 回答 人数 ％ 回答 人数 ％

楽しかった 41 93% 思う 28 64% 思う 42 95%

どちらでも
ない

2 5%
案内人付き
なら誘う

14 32%
どちらでも

ない
1 2%

楽しくな
かった

0 0% 思わない 1 2% 思わない 1 2%

無回答 1 2% 合計 44 100%

日程

はんなん探訪パンフレット等作成業務委託にかかる
はんなんの魅力探訪まちあるき アンケート集計　

質問　年齢を教えてください 質問　性別を教えてください

質問　ふだんコミバスを利用するかどうか教えてください

質問　このような行事に参加するのは何回目ですか

地域の歴史文化に
興味があるので

まちあるきをしたいと
おもっていたので

家族や友人に参加を
勧められたので

その他

28 33 5 4

40% 47% 7% 6%

質問　今回のコースを知人を誘って、
　　　　再度おとずれてみたいか？

質問　次回以降もこのような行事に
　　　　参加してみたいですか？

質問　ご意見などがあればお書きください

参加者からの意見 事業内容等への望ましい対応、今後の方向性

・まちあるきパンフレットがあれば自分たちで歩けて良い
・自分自身、知識を得てから現地へ行きたい

〔対応〕・パンフのデータを阪南市ウェブサイトなどでの公開
　　　　　・パンフを利用者が手に入れやすい場所での配架
　　　　　　　*公共施設、駅、掲載している店舗などに配架依頼
　　　　　　　*観光関連のイベントでの配布

・パンフレットに説明があればいいと思う
・地図の中にトイレや名所旧跡、その場所の由来などわかりやすく
書いてもらえたらありがたい
・バス停、トイレ、駐車場を明記してほしい

〔対応〕・トイレ、駐車場には協力してもらえる施設を記載する
　　　　　・バス停は必要な箇所のみ記載
　　　　　　（すべてのバス停を記載すると地図が見にくくなるため

・またの機会があればぜひ参加したい
〔対応〕R8年度以降、まちあるきイベントの実施を検討
　　　　　（阪南まちおこし夢テラスが検討中）

・行事の開催時間をコミバスの混んでいない時間帯にしてほしい
・コミバスが混んでいて、いつも使われている方々に申し訳ないと
感じた

〔対応〕イベント企画時に、混雑具合を考慮して時程を検討

・パンフレットにバスの時刻表があるとありがたい
・現地に看板があれば、どこなのかわかりやすいと思った
・案内人の説明にあった阪南市内の大木について教えてほしい

〔対応〕・時刻表についてはQRコードで対応
　　　　　・大木についてはわかればパンフレットに記載
　　　　　・看板については調整が必要なため今後の課題とする

・案内人の方が複数いて、それらの方から話を聞けて良かった 〔対応〕行事の内容充実のキモとして共有するべき条件

9月19日



日程 参加者からの意見 事業内容等への対応、今後の方向性

・案内人を含め、１０人以上だとコミバスに乗るときに他の客に迷
惑をかけるかな？と思った

〔対応〕今後のイベント企画時に、混雑具合を考慮して時程を検討

・店舗以外のトイレの場所をパンフレットに明記してほしい 〔対応〕社寺に相談し協力してもらえるところを掲載

・案内ポイントが少ないように感じる、道中の見どころをふやして
ほしい
・首切地蔵から石田のバス停までの間に何もない、何か案内する
内容を考えてほしい

〔対応〕蓮池から石田団地周辺のポイントの充実を図る
　　　　　（候補は神光寺蓮池遺跡の方形周溝墓+ナイフ形石器）

・蓮池前のタコ焼屋さんのメハリ寿司（400円）は絶品！ 〔対応〕おすすめの店に掲載

・案内人の方で、地元の人がいてその方からのお話が聞けてとて
も良かった

〔対応〕今後企画するベントタイトルに
　　　　　「地元うまれの案内人とめぐる！」などのフレーズを入れる

・海と漁港を巡るコースだったので、途中に魚介類を食べるもしく
は購入できるポイントを入れてほしかった
・今日の散策ポイントで、稼げる方法を妄想しながら参加していま
した

〔対応〕店舗での購入と、「○○づくり体験」などの企画を検討

・海、山、線路と密集しているコースで、景色も抜群、コアなファン
を狙える企画を立ててほしい

〔対応〕特殊なコミュニティを対象に、海・山・線路をもとに企画（マン
ホールを探し、旅する「マンホーラー」などなにかあるはず

・遊来の滝を散策マップに書き込んでほしい 〔対応〕書き込む

・箱作の地名の由来、ヒトモトススキの説明、山中家石垣の説明を
いれてほしい

〔対応〕・箱作の地名の由来、ヒトモトススキの説明は
　　　　　　パンフレットに書き込み
　　　　　・山中家住宅跡については地図での明記にとどめる
　　　　　　（他家の掲載も必要で、結果名家案内となり
　　　　　　　パンフレットの内容に偏りできるため

・宗福寺や山中家を特別に拝観、立ち入りできるような行事を企
画してほしい（個人では行きにくいので

〔対応〕行事の内容充実のキモとして共有するべき条件

・ヒトモトススキのところをもうすこし整備してみてはどうか？
・遊来の滝まで入れるように整備してほしい

〔対応〕調整が必要なため今後の課題とする

・雨だと説明が聞こえにくいので、マイクを使ってもらえるとあり
がたい

〔対応〕イベント実施時にはマイクを用意することとする

・本願寺別院でのりんばんさんの話が興味深くてよかった 〔対応〕行事の内容充実のキモとして共有するべき条件

・小学生に社会見学などで知ってほしい場所だと思った
〔対応〕市内学校園の教員あてにパンフレットを配布し、
　　　　　各学校園の判断とする

・辻八製菓の村雨、横田水産のシラスなど、買い物ができて楽し
かった

〔対応〕パンフレットには両店舗を掲載

・辻八さんや、横田水産さんをコースに入れたまちあるきを企画し
てほしい

〔対応〕行事の内容充実のキモとして共有するべき条件

・自宅のそばだが知らないことが多かった
・このような企画があればまた参加したい

〔対応〕R8年度以降、まちあるきイベントの実施を検討
　　　　　（阪南まちおこし夢テラスさんが検討中）

・抜水のことを初めて知った、とても興味深い施設だと感じた
・抜水の施設や、伝統的な建造物があり、小学校の社会見学にピッ
タリだと感じた

〔対応〕市内学校園の教員あてにパンフレットを配布し、
　　　　　各学校園の判断とする

・今回のコースは車が多かったので再考の余地ありかも 〔対応〕イベント企画時には、路地など通行量の少ない道順で検討

・地元の人しか知らない名店をパンフレットで紹介してほしい 〔対応〕掲載する店舗は「手あかのついていない」ところを探す

9月27日

10月17日

10月31日

11月21日

11月29日



山中宿と熊野紀州街道　中世は熊野三

山への巡礼の道。近世は紀州徳川家の

参勤交代の道でもあった。熊野詣は11

世紀から15世紀にかけて公家から庶民

まで幅広く浸透した信仰。道中には王

子と呼ばれる遥拝所があり、市内のも

のでは馬目王子と地蔵堂王子がある。

山中宿　紀州街道の宿場のひとつ。街

道沿いの宿場は大阪側から、信達宿、

山中宿、山口宿とならぶ。

琵琶ケ岸懸　熊野紀州街道の難所。琵

琶法師がこの谷を通過する際落ちたこ

とにちなむ。

山中神社　平安時代以降、三澤家が

代々祀る。明治時代にここに遷座した。

旧庄屋屋敷　山中宿の街道沿いでもひと

きわ目を引く。19世紀に建てられたもの。

地福寺　本堂は、明治時代に波太神社

の神宮寺・神光寺のものを移築。子安

地蔵には安産祈願のお参りが多い。境

内の枝垂桜は見事。

山中関所跡碑　南北朝時代、観心寺(河

内長野市)が法華堂造営のため置いた

とされる。

重要文化財の本殿波太神社　式内社。

本殿、末社三神社本殿は重要文化財。

豊臣秀吉の紀州攻めの際に罹災。現在

の本殿は江戸初期に再建されたもの。

はんなんらしい農業遺産　農業用水の

不足を補うため、明治時代に敷設され

た抜水(ぬきず)は、現在も機能する。

井戸の側面から瓦管で配水する仕組だ。

湧泉の碑　農業用水に不足を補うための

施設、抜水を考案した根来紋治郎をた

たえ建てられた。

蓮池　市内最大のため池。東大寺を再

興した重源が修築したと伝えられる。

新池と苗代池　自然田地区の用水をま

かなう。架樋で用水を供給する。

潮
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れ
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阪
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たまご屋 tamaco　

卵料理専門

店。 営 業 は

土 ・ 日 ・ 祝

日 11 時から１６時ほか〔電話〕

070-9045-6677

まるはちうどん

お好み焼きも

楽しめる。 ラ

ンチは１１時か

ら１４時 〔休日〕 火曜日 〔電話〕

０７２-４７３-０３０８

イル ピアット　

地元で人気の

イタリアン。 ラ

ンチは１１時半

から１４時〔休日〕月・火曜日〔電

話〕 ０７２-４７２-５８２６

阪南洋風食堂クゥクゥ

洋食からフレン

チまで楽しめ

る。 ランチは１

１時から１４時 〔休日〕 月曜日

〔電話〕 ０７２-４７1-６０１２

魚ダイニング光

地元の魚介が

味わえる。 ラ

ンチは１１時か

ら１４時 〔休日〕 日曜日 〔電話〕

０７２-472-5038

泉善　せんよし

和歌山ラーメ

ンの人気店。

１１時から２１時

〔休日〕 水 ・ 木曜日 〔電話〕

０７２-4７３-１０２３

うちカフェ OSANPO

住宅地にあり

ランチが楽し

める。 ８時か

ら 15 時〔休日〕土曜日〔電話〕

050-1251-6116

お
す
す
め
の
お
店

近世のまちなみがちらほら

川にかこまれた地区

抜水

はりめぐらされた水路

川原石をつかった土塀



井

関

峠

熊

野
・
紀

州

街

道

賽の神 山中宿本陣跡

山中神社

旧庄屋屋敷

地福寺

馬目王子跡

わんぱく王国

山中関所跡碑

地蔵堂王子跡

このあたりが

琵琶ヶ岸懸

伏拝の
大鳥居

玉田山古墳群

庚申堂

自然居士旧跡

瑞寶寺

祐道寺

波太神社

鳥取神社

首斬り地蔵

潮音寺 湧泉の碑

平野寺（長楽寺）

濁池

高田池

蓮池

高田山古墳群

男神社

光平寺

新池

苗代池

抜水

岩崎観音堂

紀州街道
歴史の道

条里地割が
みられる田畑

向出遺跡

亀川遺跡

井関遺跡

供養塔

大願寺

下出不動尊黒田寺
極楽寺跡

南家住宅

坂ノ口地蔵尊

神武天皇
腰掛石

導水路

架樋

取水口

法福寺

向山遺跡

玉田山古墳群　古墳時代後期に築

造された古墳が２基確認された。

１号墳は府指定史跡。

亀川遺跡　古墳時代中期の集落

と、勾玉などの石製模造品が大量

に確認された。

向山遺跡　弥生時代後期と古墳時

代中期の集落が確認された。

向出遺跡　西日本最大級の縄文時

代の墓域。後期から晩期の土壙墓

が４００基ほど確認された。

井関遺跡　現在の水路とほぼ重複

する溝が確認された。

温泉口橋

「石田」
バス停

「和泉鳥取中」
バス停「平見」

バス停

「三本松」
バス停

東鳥取公民館

東鳥取小学校

石田保育所

はあとり幼稚園

ワンワン
認定こども園

上荘小学校
鳥取中学校

コンビニ

コンビニ

朝日小学校

鳥取東
中学校

旧府立泉鳥取高校

青木松風庵
月化粧ファクトリー

阪南郵便局消防署

保健センター

西鳥取公民館

コンビニ西鳥取
郵便局

桑畑総合グラウンド

平野台の湯

市立体育館

黒田南

阪南東鳥取
郵便局歴史資料展示室

自然田
公園

たまご屋 tamaco

魚ダイニング光

コンビニ

まるはち
　うどん

泉善 コンビニ

おむすび処
にんに

ファースト・トレイン

阪南洋風食堂クゥクゥ

清華園

イルピアット

グラングルトン

「小川口」バス停

「波太神社前」バス停

ドラッグストア

「和泉鳥取駅前」
バス停

この先危険！
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男
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川

東鳥取石田住宅

さ つ き 台

光 陽 台

桜 ケ 丘

朝 日 山 住 宅

和泉
緑ヶ丘団地

山 中 渓

和 泉 鳥 取

桑 畑

自 然 田
石 田

鳥 取 中

黒 田

下 出

鳥 取

信 長 街 道

黒 田

下 出

下出北

自然橋

鳥取西 鳥 取

粘土山踏切

菟砥川橋

高田山古墳群　古墳時代中・後期

の古墳が４基確認された。いずれ

も現存していない。

この地図で紹介している散策ポイントの中には、 所有
者がいらっしゃる場所があります。 敷地に入られる際
は、 事前に許可を得ていただくか、 事前に許可を得て
いない場合は外からご覧ください。

ぶらりはんなん！近世土木遺産をめぐる

扇状地に田畑が広がる地域を歩き、 湧き水の池や河

成段丘などの自然環境を活かした取水口、 架樋、 導

水路などの近世土木遺産を訪ねる。

 「尾崎駅前」 バス停 （9:30）  

 「小川口」 バス停 （10:03）

 新池 （しの池）

 苗代池 （湧き水の池）

 取水口 ・ 架樋 ・ 導水路

 「小川口」 バス停 （11:42）

 「尾崎駅前」 バス停 (１１:５４)

阪南らしいまちなみをめぐり

　　　　阪南らしい農業遺産を探訪

本葺きの民家や河原石が見え隠れする土塀などの風情

あるまちなみと、阪南市独特の農業遺産「抜水」を見学。

 「尾崎駅」 バス停 （9:30）

 「平見」 バス停 （9:39）

 坂ノ口地蔵尊   

 南家住宅    

 自然居士旧跡   

 瑞寶寺

 抜水 ・ 湧泉の碑   

 阪南市役所 

近世巡礼の道に栄えた山中宿を満喫

和泉と紀州を結ぶ熊野 ・ 紀州街道沿いにある宿場町、

山中宿をあるき地区の歴史を見て歩く。

 ＪＲ和泉鳥取駅 （10:05）  

 ＪＲ山中渓駅 （10:07）

 賽の神    

 山中宿本陣跡  

 山中神社

 旧庄屋屋敷

 地福寺

 馬目王子跡

 わんぱく王国   

 ＪＲ山中渓駅 （12:56） 

 ＪＲ和泉鳥取駅 （12:59）

はんなんのため池伝説をめぐる

JR 阪和線和泉鳥取駅周辺には紀州藩主がここから波

太神社を参拝したという 「伏拝の大鳥居」 や中世は熊

野詣、 近世は参勤交代などの往来道だった熊野 ・ 紀州

街道を歩き、 泉州屈指の賑わいをみせた庚申堂や伝

説がのこる高田池を訪ねる。 

 「阪南市役所」 バス停 (9:30)

 「和泉鳥取駅」 バス停 (9:44)

 伏拝の大鳥居

 濁池    

 庚申堂

 高田池   

 「平見」 バス停 (11:39)

 尾崎駅前 （11:54)   

重要文化財の社殿！波太神社と

　　　荘園らしい景観を楽しむ

井関越は、 尾崎から桑畑を経て和歌山にむかう重要な

交通路。 沿道にある波太神社などの社寺のほか、 蓮

池などの土木遺産を見て歩く。 

 「尾崎駅前」 バス停 （9:30）

 「波太神社前」 バス停 （10:04）

 祐道寺    

 波太神社    

 鳥取神社    

 蓮池    

 首斬り地蔵   

 「石田」 バス停 (11:45)

 「尾崎駅前」 バス停 (１１:５４)

 

手軽にいける！おすすめコース

140ｍ・約2分

300m・約4分

650m・約8分

160m・約2分

880m・約11分

60 m・約1分

160m・約2分

140m・約2分

100m・約1分

100m・約1分

550m・約8分

950m・約12分

150m・約2分

100m・約1分

100m・約1分

100m・約1分

450m・約6分

180m・約2分

600m・約7分

1.2km・約15分

0.5km・約6分

0.5km・約6分

0.2km・約2分

0.3km・約3分

0.2km・約2分

0.2km・約2分

0.3km・約3分

0.9km・約11分

1.2km・約15分

おすすめコースに記載のバス停及び時刻は令和８年３月時点出のも

のです。出発前に各交通手段のウェブサイトなどでご確認ください。

南海本線

時刻表
JR 阪和線

時刻表

阪南市コミュ

ニティバス運

行ルート・時

刻表

阪南市

観光協会

電車で行く

手 軽 に

行くなら

サイクルで行く

レ
ン
タ
ル

バスで行く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

トイレ

駐車場

バス停

おすすめのお店

おすすめのお店

おむすび処にんに

出来たておむすび

をぜひ。 10 時半

から１６時 〔休日〕

月曜日、 第２ ・ ４日曜日 〔電話〕 ０

７２-４７３-４１５８

想いでの味 ひので　

味も値段も創業当

時のまま。 １１時か

ら ２ ０ 時 〔休 日〕

木曜日、 第２ ・ ４日曜日 〔電話〕 ０

７２-４７３-０９０６

ファースト トレイン

列車内で楽しめる

特製オムライスを

ぜひ。 ８時半から１

６時半 〔休日〕 月曜日 〔電話〕 ０７

２-４７２-３５５５

清華園　

地域で人気の中華。

ランチは１１時から１

５時。 〔休日〕 木曜

日 〔電話〕 ０７２-４７２-７７８９　

グラングルトン

地元で人気のパン

屋さん。 開店直後

からにぎわう。 ８

時から１９時〔休日〕月・火曜日〔電話〕

０７２-４１５-０８０６

たこ焼きあいうえお

創業 40 年近くの

地域の名店。 お

好み焼きなどもぜ

ひ。 １０時から１９時 〔休日〕 月曜

日 〔電話〕 ０７２-４７３-３６５０



は
ん
な
ん
の
魅
力
探
訪

ま
ち
あ
る
き
マ
ッ
プ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
め
ぐ
る

大
坂
夏
の
陣
ゆ
か
り
の
物
語
と
西
鳥
取
の
文
化
遺
産

本
願
寺
別
院
と
お
大
師
さ
ん
ゆ
か
り
の
井
戸

大
阪
湾
唯
一
の
天
然
干
潟
と
近
世
の
ま
ち
な
み

〔電車でお越しの場合〕

ＪＲ阪和線で、天王寺から和泉鳥取まで４５分

南海本線で、なんばから尾崎まで特急サザンで３８分

〔企画・編集〕阪南まちおこし夢テラス

〔発行〕阪南市

阪南市尾崎町３５－１

電話０７２－４７１－５６７８

２０２６年４月発行　第１版

関西空港

梅田・大阪

なんば
天王寺

泉佐野

和泉鳥取尾崎

箱作

鳥取ノ荘

和歌山

日根野

山中渓

阪南市観光協会

ウェブサイト

阪南市ウェブサイト

富士鷹茄子を探しに行こう！

おおきなおおきな煙出し

地域で守られてきた観音様

大阪府内でいちばん、 伝統の酒蔵

路地の奥には酒蔵

明石で作られた

タコつぼがここで活躍

ここにもタコつぼ

ここにもタコつぼ

大きな茶釜のあるお寺

関空の向こうは六甲山

関空の向こうに六甲の山並みが見渡せる

茶釜

かんしょくりの臼

本
願
寺
尾
崎
別
院　

元
は
善
徳
寺
と
い

う
草
堂
。
慶
長
三

(

１
５
９
８)

年
、

領
主
・
桑
山
正
勝
が
改
築
し
、
本
願

寺
に
寄
進
し
て
尾
崎
御
坊
と
な
る
。
元

禄
十
三

(

１
７
０
０
)
年
11
月
、
火
災

に
遭
い
、
現
在
の
本
堂
は
宝
永
二

(

１

７
０
５)

年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。　

別院さんの式台玄関

大
坂
夏
の
陣
ゆ
か
り
の
物
語
と
お
菊　

豊
臣
秀
次
の
子
・
お
菊
は
、
波
有
手
村

(阪
南
市
)
の
後
藤
六
郎
兵
衛
に
育
て

ら
れ
、
紀
州
山
口
村
の
代
官
・
山
口
家

に
嫁
い
だ
。
大
坂
夏
の
陣
の
際
、
徳
川

方
の
様
子
を
密
書
に
し
て
届
け
る
な
ど

大
坂
方
の
た
め
に
奔
走
。
途
中
、
納
経

山

(泉
南
市
)
で
自
ら
の
髪
を
切
っ
て

男
装
し
、
そ
の
髪
を
か
た
わ
ら
の
松
の

と
こ
ろ
に
埋
め
た
場
所
が
お
菊
松
、
後

に
処
刑
さ
れ
た
お
菊
を
弔
う
の
が
法
福

寺
、
物
語
自
体
が
手
毬
歌
と
な
っ
て
い

ま
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

大
阪
湾
唯
一
の
干
潟
・
男
里
川
河
口　

六
甲
の
山
並
み
を
遠
く
望
む
。
ハ
マ
ヒ

ル
ガ
オ
な
ど
の
海
浜
植
物
や
、
ハ
ク
セ

ン
シ
オ
マ
ネ
キ
な
ど
の
カ
ニ
や
貝
類
な
ど

の
ほ
か
、
府
内
で
は
こ
こ
で
し
か
見
ら

れ
な
い
生
き
物
も
。
年
間
を
と
お
し
て

様
々
な
野
鳥
が
飛
来
し
、
野
鳥
の
観
察

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
楽
し
め
る
。

干潟から六甲の山並みをのぞむ



尾崎団地前

井

関

峠

孝 子 越・浜 街 道

信 長 街
道

孝子越街道　浜街道とも呼ばれる。泉佐

野市を起点に海岸沿いを田尻町、泉南市、

本市の尾崎・箱作を過ぎ、岬町から孝子

峠を越えて和歌山市内に至る。

井関越街道　尾崎町を起点に黒

田、石田を抜け、桑畑を通り、井

関峠を越えて和歌山に至る。鳥羽

伏見の戦いの際、多数の会津藩敗

残兵がこの道で紀州藩を目指し

た。

光 陽 台

旧庄屋屋敷

鳥 取

黒 田

下 出

鳥 取 中

石 田

南
海

本

線

狭 間 池

山

中

川

菟

砥

川

金

熊

寺

川

男

里

川

尾 崎 港

西 鳥 取 漁 港

新 町

尾 崎

舞

鳥 取 三 井

鳥取西

舞

鳥 取

黒 田

下 出 下出北

黒田南

鳥 取 東

尾 崎 尾崎北

防潮堤

阪南 No.14

勇夫善六の墓

正行寺

西鳥取観音堂

楫取神社

北野神社

清水大師

えびの浜

成子家住宅

善性寺

本願寺
尾崎別院

尾崎神社

男里川
河口干潟

大願寺

下出不動尊

黒田寺

潮音寺

極楽寺跡

黒田
共同墓地

供養塔

男神社

光平寺

平野寺
（長楽寺）

湧泉の碑

抜水

首斬り地蔵

蓮池

条里地割が
みられる田畑

稱念寺

泉養寺

銀座通り

西光寺

ファースト・トレイン

グラングルトン

日限地蔵

弁財天

孝子越街道
道標

法福寺

波有手遺跡

夕 陽 の ビ ュ ー ポ イ ン ト

新村小学校跡

宝林寺

もやい石

上波有手橋

尾崎村役場跡

菟砥橋

辻八製菓

浪花酒造

青木松風庵
月化粧ファクトリー

コンビニ

コンビニ

漁師の家飯英進丸名倉

波有手の
カキ小屋

阪南市商工会
匠のippin

コンビニ
西鳥取漁業
協同組合

地域交流館

阪南市役所
文化センター図書館

まもる館

岸和田土木事務所
尾崎出張所

泉南尾崎団地

尾崎小学校

認定こども園
飛鳥ゆめ学舎

尾崎鉄筋住宅

泉南清掃事務組合

ワンワン認定こども園

東鳥取小学校

石田保育所

はあとり幼稚園

鳥取中学校

阪南郵便局
消防署

保健センター

コンビニ

西鳥取
郵便局

総合体育館
上荘小学校

西鳥取小学校

認定こども園アルン西鳥取夢学舎

市立病院

尾崎警察署

雄信小学校

西鳥取
公民館

石 田 団 地

尾崎漁業協同組合

コンビニ石仏

阪南市子育て
総合支援センター

この地図で紹介している散策ポイントの中には、 所有者がいらっしゃる場所
があります。 敷地に入られる際は、 事前に許可を得ていただくか、 事前に
許可を得ていない場合は外からご覧ください。

本願寺別院と

　お大師さんゆかりの井戸をめぐる

泉南地域の浄土信仰の拠点と、 真言宗の開祖弘法

大師空海にちなんだ文化遺産をめぐる。

 阪南市役所 （9:30）

 尾崎村役場跡 ・ 尾崎神社

 本願寺尾崎別院 

 もやい石

 えびの浜 

 清水大師  

 稱念寺

 鳥取ノ荘駅 （12:11）

 阪南市役所 （12:20）

     

   

大坂夏の陣ゆかりの物語と

　西鳥取の文化遺産をめぐる

地域で大切に祀られている仏像と、 地域で語り継が

れる物語など、 西鳥取地区の文化遺産を満喫。

 「阪南市民病院」 バス停 （８ ： ３０）

 「鳥取ノ荘駅前」 バス停 （８ ： 40）

 西鳥取公民館

 法福寺

 銀座通り 

 西鳥取観音堂

 楫取神社 

 西鳥取漁港

 勇夫善六の墓

 「鳥取ノ荘駅前」 バス停 （12:11）

 「阪南市役所」 バス停 （12:20）

正
年
間
に
建
て
ら
れ
た
主
屋

ほ
か
10
棟
が
国
登
録
有
形
文

化
財
。
同
家
が
営
む
浪
花
酒

造
は
享
保
元(

１
７
１
６)

年

創
業
の
大
阪
府
内
最
古
の
酒

蔵
。

尾
崎
神
社　

疫
病
退
散
に
御

利
益
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
境

内
に
は
元
禄
年
間
の
石
造
物

が
あ
る
ほ
か
、
本
殿
前
の
狛

犬
に
は
石
工
名
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

善
性
寺 

尾
崎
村
を
ひ
ら
い

た
と
さ
れ
る
鳥
取
源
右
衛
門

宅
に
仏
堂
を
祀
っ
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
る
。

尾
崎
村
役
場
跡 

昭
和
初

期
で
は
め
ず
ら
し
い
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
。
令
和

二

(２
０
２
０
)
年
に
取
り

壊
さ
れ
た
。

おすすめコース記載のバス停

及び時刻は令和８年３月時点

出のものです。出発前に各交

通手段のウェブサイトなどで

ご確認ください。

電車で行く

２４０m・約３分

１６０m・約２分

手軽に行くなら

サイクルで行く

レ
ン
タ
ル

バスで行く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

男
里
川
河
口
干
潟　

大
阪
で
唯

一
残
さ
れ
た
天
然
の
干
潟
。
野

鳥
や
カ
ニ
、
浜
辺
の
植
物
な
ど

が
楽
し
め
る
。 

日
限
地
蔵　

大
正
初
期
に
子
ど

も
の
安
全
を
祈
願
し
海
南
市
か

ら
勧
請
。
お
参
り
の
方
法
が
ユ

ニ
ー
ク
で
、
祈
願
す
る
人
は
、

数
え
年
の
数

波
有
手
遺
跡　

奈
良
時
代
の
集

落
と
、
墨
書
土
器
や
奈
良
三
彩

な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
官

的
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
も
。 

法
福
寺 

通
称
お
菊
寺
。
お
菊

は
豊
臣
秀
次
と
そ
の
側
室
小
督

の
娘
で
波
有
手
村
で
育
つ
。
大

坂
夏
の
陣
の
際
、
大
坂
方
の
密

使
と
な
る
が
徳
川
方
に
つ
か
ま

り
処
刑
。
お
菊
の
物
語
は
手
毬

唄
と
し
て
歌
い
継
が
れ
、
寺
に

は
お
菊
の
座
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い

る
。

銀
座
通
り　

今
か
ら
50
年
前
ま

で
は
、
酒
造
所
、
八
百
屋
、

花
屋
、
呉
服
店
、
衣
料
雑
貨
や

う
ど
ん
店
な
ど
が
あ
り
、
か
な

り
賑
わ
っ
た
こ
と
か
ら

「波
有

手
銀
座
」
と
呼
ば
れ
た
時
期
が

あ
っ
た
。

西
鳥
取
観
音
堂 

本
尊
の
十

一
面
観
音
立
像
は
平
安
時
代
の

作
と
さ
れ
市
内
で
最
古
級
。
豊

臣
秀
吉
の
根
来
攻
め
で
焼
け

残
っ
た
道
弘
寺
の
観
音
堂
を
こ

の
地
に
移
築
し
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
る
。

楫
取
神
社　

境
内
に
は

「村
社

楫
取
神
社
」
と
刻
ま
れ
た
石
柱

や
享
保
年
間
の
石
灯
籠
が
あ

る
。

勇
夫
善
六
の
墓 

羽
柴
秀
吉

に
仕
え
戦
死
し
た
水
主

(か
こ
)

称
え
る
墓
。
秀
吉
出
征
時
に
は

波
有
手
村
の
水
主
が
参
加
。
小

田
原
攻
め
に
参
加
し
た
善
六
は

こ
の
戦
い
で
戦
死
し
た
。

西
光
寺 

檀
家
で
構
成
さ
れ
る

双
盤
念
仏
講
は
大
阪
府
指
定
無

形
民
俗
文
化
財

(記
録
選
択
)。

供
養
塔 

法
華
経
を
全
国
六
十

六
か
所
の
霊
場
に
奉
納
す
る
六

十
六
部
の
満
願
と
村
内
安
全
が

刻
ま
れ
る
。

の
大
豆
を
砂
場
に
埋
め
、
祈
る
。

弁
財
天 

明
治
時
代
に
遷
座
、

昭
和
初
期
に
地
域
の
人
々
が
中

心
に
な
っ
て
、
現
在
の
地
に
移

し
た
。

孝
子
越
街
道
道
標　

尾
崎
団
地

の
横
に
は
明
治
三
七

(１
９
０

４
)
年
に
大
阪
府
が
建
て
た
「孝

子
越
街
道
」
の
道
標
が
現
在
も

残
っ
て
い
る
。　

成
子
家
住
宅
(
浪
花
酒
造
)　

大

清
水
大
師  

弘
法
大
師
ゆ
か

り
の
清
水
が
湧
く
井
戸
。
言

い
伝
え
に
よ
る
と
、
こ
こ
を
訪

れ
た
弘
法
大
師
が
、
井
戸
を

掘
る
場
所
を
杖
で
示
し
た
こ

と
で
で
き
た
井
戸
と
さ
れ
る
。

稱
念
寺 

境
内
の
小
堂
に
ま
つ

ら
れ
る
地
蔵
菩
薩
立
像
は
、

『延
命
地
蔵
菩
薩
縁
起
』
に
よ

る
と
、
三
十
三
間
堂
(京
都
市
)

の
屋
根
裏
に
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。

北
野
神
社　

海
岸
線
後
ろ
の
斜

面
に
建
つ
。
天
保
八
年
銘
の

狛
犬
は
魅
力
的
。

も
や
い
石　

船
か
ら
荷
物
の
積

み
下
ろ
し
た
り
、
係
留
す
る

た
め
の
も
の
。
昭
和
30
年
代

ま
で
、
こ
の
周
辺
で
荷
物
の

積
み
下
ろ
し
や
船
が
係
留
さ

れ
て
い
た
。

 

大阪府内唯一の天然干潟と

　　　　近世の街並みを探訪

大阪湾唯一の自然の干潟で野鳥や海浜植物を楽し

み、 尾崎の歴史的街並みを探訪。

 「尾崎駅前」 バス停 （9:17）

 「福島第 3

 　児童遊園」 バス停 （9:29）

 男里川河口干潟  

 菟砥橋 

 日限地蔵 

 孝子越街道道標

 尾崎港   

 弁財天  

 浪花酒造 ・ 成子家住宅 

 尾崎駅前 （12:00）

沿岸漁業が盛んで、近年
はノリやワカメ、カキの
養殖が有名。

「尾崎のさわら」「アカシタの

一夜干し」などが有名。

１８０m・約２分

１２０m・約２分

１６０m・約２分

２４０m・約３分

２４０m・約３分

６４０m・約８分

４００m・約５分

１００m・約１分

３６０m・約４分

１８０m・約２分

１００m・約１分

４００m・約５分

８８０m・約１１分

２４０m・約３分

６００m・約７分

８０m・約１分

４８０m・約６分

３００m・約４分

８０m・約１分

３６０m・約４分

４００m・約４分

手軽にいける！おすすめコース

トイレ

駐車場

バス停

おすすめのお店

信長街道　織田信長の軍勢が紀州

攻めの際に往来したといわれる。

泉南市の信達市場で熊野・紀州街

道から分岐し阪南市の下出、黒田

を通り、鳥取で浜街道と合流する。

浪花酒造　大阪

府内で最古の酒

蔵。販売もあり。

１０時から１７時

〔休 日〕 土・日・祝 日 〔電 話〕

０７２-４７２-００３２

本舗辻八　創業

当時から守られ

てきた銘菓 「和

泉村雨」は絶品。

〔休日〕 無休 〔電話〕 ０７２ -４７

２-０２１９　

漁師の家飯

英進丸名倉　

地元の魚介を

使った魚料理。 ランチは１１時

から１５時〔休日〕木曜日ほか〔電

話〕 ０９０－３２７３－４６９０

波有手のカキ小

屋　西鳥取漁協

で養殖された牡

蠣を楽しめる。

販売もあり。 １１時から１８時、 毎

冬土日営業 〔電話〕 ０７２-４２５-

３６５５

「福島第３
児童遊園」バス停

「鳥取ノ荘駅前」
バス停

「尾崎駅前」バス停

「阪南市民病院」バス停

「阪南市役所」
バス停



は
ん
な
ん
の
魅
力
探
訪

ま
ち
あ
る
き
マ
ッ
プ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
め
ぐ
る舞

、
な
ぞ
の
古
墳
と
消
え
た
村
の
秘
密

紀
貫
之
が
和
歌
に
詠
ん
だ
大
阪
湾
の
絶
景

箱
作
の
自
然
海
岸
と
、
海
浜
公
園

臥龍松と軒先の鬼瓦

キツネがお出迎え

ボラボラボラ

棚田の向こうの新興住宅地 （舞地区）

紀貫之も詠う景勝地

田畑の向こうに箱の浦を望む

田畑の向こうに箱の浦を望む

紀貫之も詠う景勝地

かかしがお出迎え
見晴らし抜浜辺

谷間の棚田
タコ公園

かんしょくりのうす

和歌に詠まれた海

はんなんらしい土塀

紀
貫
之
が
詠
ん
だ
景
観
　
『土
佐
日
記
』

は
、
紀
貫
之
が
土
佐
で
の
任
務
を
終
え
、

京
へ
帰
る
際
の
船
旅
を
中
心
に
日
記
形

式
で
書
い
た
も
の
。
「玉
く
し
げ 

箱
の
浦

波 

立
た
ぬ
日
は 

海
を
鏡
と 

誰
か
見
ざ

ら
む
」
と
箱
の
浦
の
景
観
の
美
し
さ
を

た
た
え
て
い
る
。

せ
ん
な
ん
里
海
公
園　
　

大
阪
湾
に
面
し

た
全
長
約
２
km
の
公
園
。
人
工
の
磯
浜

や
砂
浜
で
の
生
き
物
観
察
な
ど
が
楽
し

め
る
。
大
阪
湾
屈
指
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
、
「日
本
の
夕
陽
百
選
」
に
選
定
さ

れ
て
い
る
。

な
ぞ
の
古
墳
・
塚
谷
古
墳
　 

昭
和
50

(

１
９
７
５)

年
11
月
、
現
在
の
舞
小
学

校
・
舞
幼
稚
園
の
建
設
に
先
立
ち
、
確

認
さ
れ
た
古
墳
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
２
基
の
古
墳
が
確

認
さ
れ
た
。
と
も
に
直
径
約
８
メ
ー
ト

ル
の
円
墳
で
、
古
墳
時
代
後
期
の
も
の
。

そ
の
う
ち
の
１
基
が
、
ま
い
幼
稚
園
に

移
築
さ
れ
て
い
る
。

消
え
た
村
・
舞
村
　
明
治
時
代
に
廃
村

と
な
る
。
新
興
住
宅
地
の
地
名
「舞
」は
、

舞
村
に
ち
な
む
。

〔電車でお越しの場合〕

ＪＲ阪和線で、天王寺から和泉鳥取まで４５分

南海本線で、なんばから尾崎まで特急サザンで３８分

〔企画・編集〕阪南まちおこし夢テラス

〔発行〕阪南市

阪南市尾崎町３５－１

電話０７２－４７１－５６７８

２０２６年４月発行　第１版

関西空港

梅田・大阪

なんば
天王寺

泉佐野

和泉鳥取尾崎

箱作

鳥取ノ荘

和歌山

日根野

山中渓

阪南市観光協会

ウェブサイト

阪南市ウェブサイト

棚田のながめ

レンガの橋脚の向こうに大阪湾

箱作の海辺

せんなん里海公園の砂浜



棚

田

の

眺
め

よ
し

丘の向こうに大阪湾がみえかくれ

野 面 積の

石
垣

が続 く 道

階段

舞

貝 掛

箱 作

万 葉 台
住 金 団 地

い ず み が 丘

プロヴァンスの丘

東和苑・鴻の台

田 山

箱 の 浦

南 山 中

泉南メモリアルパーク

せ ん な ん 里 海 公 園

箱 作 海 水 浴 場
ぴ ち ぴ ち ビ ー チ

下 荘 漁 港

茶

屋

川

田

山

川

釈

迦

坊

川

箱の浦

箱の浦ランプ北

下荘小学校前

箱作中

貝掛中

舞

指出森神社前 貝掛西

南山中

メモリアルパーク前

塚谷古墳

棚田が
ひろがる

舞村が
あったところ

指出森神社
孝子越街道
道標

山中新田

泉福寺
貴船神社跡

山中家墓地と村の墓地

田山稲荷神社

遊来の滝

加茂神社

善太夫橋

宗福寺

山中家
住宅跡

田山遺跡

菅原神社 萬願寺

観音寺

箱作自然海岸

阪南市 SDG’s  の茶畑

箱作今池遺跡

貝掛松の碑

大 阪 湾
の 絶

景
が

見
事

桜
並
木
が
続
く
下
り
坂

田
ん
ぼ
の
向こうに大阪湾が見え隠れ

ごんしろう橋

田山東遺跡
宗福寺橋

ヒトモトススキ
の群生地

下荘小学校

南

海

本

線

給食センター

貝掛中学校

近畿大阪高校

下荘保育所

コンビニ

コンビニ

和泉学園

まい幼稚園

舞小学校

コンビニ

アンテナ基地局

タコの公園

墓地

貝掛
住民センター

buddies

ダイニングキッチンヴィレ

海のカフェ高木

南山中住民センター

下荘漁業協同組合
下荘牡蠣の販売所

味楽

孝子越
・ 浜街道

箱

作

峠

箱作峠　桑畑を経て和歌山に

至る道。江戸時代は黒田もく

は石田、明治時代になって孝

子越街道が起点。

この公園から眺める大阪湾の景観は絶景。

「加茂神社」
バス停

「舞４丁目」
バス停

「貝掛」バス停

「南山中」
バス停

「箱作駅前」
バス停

箱作の自然海岸と

　　海浜公園での楽しいひと時

箱作地区の文化遺産をめぐり、 海岸沿いを歩きなが

ら自然の砂浜や海辺の景観を楽しむ。

 「尾崎駅前」 バス停 （9:30）

 「箱作駅前」 バス停 （9:４7） 

 宗福寺

 善太夫橋

 山中家住宅跡

 箱作自然海岸   

 せんなん里海公園

 加茂神社

 「箱作駅前」 バス停 （12:05） 

 「阪南市役所」 バス停 （12:22） 

 

紀貫之が和歌に詠んだ

　　大阪湾の絶景を楽しむ

「箱の浦に波が立つことのない日は、 鏡のようだと誰も

が思うだろう」 と詠まれた、 ビューポイントを歩く。

 「阪南市役所」 バス停 （9:45） 

 「南山中」 バス停 （10:09）

 山中新田

 泉福寺跡 ・ 貴船神社跡  

 山中家墓地と村の墓地

 田山稲荷神社 ・ 遊来の滝

 「加茂神社」 バス停 （12:21） 

 「阪南市役所」 バス停 （１２:３４）

舞、なぞの古墳と

　　消えた村の秘密を探る　　　　 

舞地区には案外知られていないミステリアスな古墳と

消えた舞村がある。 どんな人が住み、 何があるのか

を訪ねて歩く。

 「阪南市役所」 バス停 （８:３３）

 「舞 4 丁目」 バス停 （８:５１）  

 塚谷古墳     

 舞村跡

 菅原神社

 指出森神社

 孝子越街道道標

 「貝掛」 バス停 （１２:０８）

 「阪南市役所」 バス停 （１２:２２）

銘
石
の
産
地  

箱
作　
　

『和
泉
名
所
図

会
』
に
は
、
こ
こ
箱
作
の
和
泉
石
と

そ
の
加
工
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『摂
津
名
所
図
会
』に
よ
る
と
当
時
「青

石
」
と
も
呼
ば
れ
人
気
の
石
材
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も

「孝

行
臼
」
は
当
時
人
気
の
名
産
品
。
歯

の
弱
っ
た
老
人
に
食
べ
も
の
を
こ
ま
か

く
砕
い
て
食
べ
や
す
く
す
る
も
の
で
、

文
楽
の
セ
リ
フ
に

「孝
行
臼
の
石
よ
り

堅
い
」
と
あ
る
ほ
ど
だ
。

貝
掛
松
の
碑　

地
名
の
由
来
と
な
っ
た

松
の
木
が
あ
っ
た
場
所
。
神
於
寺
(岸

和
田
市
)
か
ら
盗
ん
だ
ほ
ら
貝
が
鳴

り
や
ま
ず
、
盗
人
が
こ
こ
に
あ
っ
た

松
の
木
に
か
け
て
逃
げ
去
っ
た
と
い
う

言
い
伝
え
に
ち
な
む
。

菅
原
神
社　

丘
の
上
に
あ
り
見
晴
ら
し

が
よ
い
。
境
内
に
は
飯
の
峯
神
社
、

牛
神
社
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

箱
作
今
池
遺
跡　

古
墳
時
代
後
期
の

古
墳
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。　

指
出
森
神
社　

兵
火
に
よ
り
、
祭
神

を
一
時
、
波
太
神
社
に
移
す
。
の
ち

に
現
在
の
場
所
に
再
建
さ
れ
た
。

孝
子
越
街
道
道
標 

里
程
道
標
と
も

い
う
。
同
様
の
道
標
が
尾
崎
に
も
あ

る
。

宗
福
寺　

木
像
地
蔵
菩
薩
坐
像
は
府

指
定
文
化
財
。

善
太
夫
橋
・
ご
ん
し
ろ
う
橋　

茶
屋

川
に
か
か
る
橋
の
う
ち
、
２
つ
に
人
の

名
前
の
つ
い
た
橋
が
あ
る
。

山
中
家
住
宅
跡　

山
中
家
は
代
々
庄

屋
を
つ
と
め
近
世
に
は
山
中
新
田
も

開
拓
。
山
中
新
田
は
山
中
家
初
代
山

中
庄
兵
衛
に
よ
り
開
か
れ
た
。
面
積

は
６
町
、
石
高
は
32
石
。

ヒ
ト
モ
ト
ス
ス
キ 

海
岸
線
に
生
息

し
、
府
内
で
は
東
大
阪
市
と
阪
南
市

の
み
確
認
。
市
指
定
天
然
記
念
物
。

田
山
遺
跡
・
田
山
東
遺
跡　

奈
良
時

代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
集
落
跡
。

中
世
の
タ
コ
壺
を
焼
い
た
窯
が
密
集
し

て
み
つ
か
っ
て
い
る
。

加
茂
神
社　

京
都
賀
茂
神
社
に
ゆ
か

り
が
あ
る
。
本
殿
は
一
間
社
流
造
で

檜
皮
葺
で
府
指
定
有
形
文
化
財
。
境

内
に
は
土
佐
日
記
に
詠
ま
れ
た

「箱

の
浦
」
の
歌
碑
が
た
つ
。

田
山
稲
荷
神
社　

明
治
時
代
に
こ
の

地
に
遷
座
。
昭
和
初
期
や
昭
和
50
年

代
に
は
初
午
祭
で
た
い
そ
う
に
ぎ
わ
っ

た
。
箱
作
村
大
字
山
中
の
貴
船
神
社

な
ど
を
合
祀
。

遊
来
の
滝　

落
差
９
・
２
ｍ
の
滝
。
田

山
稲
荷
神
社
脇
に
あ
る
こ
と
か
ら
「稲

荷
さ
ん
の
滝
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

おすすめコース記載のバス停

及び時刻は令和８年３月時点

出のものです。出発前に各交

通手段のウェブサイトなどで

ご確認ください。

電車で行く

手軽に行くなら

サイクルで行く

レ
ン
タ
ル

バスで行く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

海のカフェ高木　コーヒーとウ

クレレでゆったりと。 １１時か

ら１７時 〔営業日〕 水・土・日・

祝日 〔電話〕 ０９０-２１９０-

８６１９

下荘牡蠣の販売所　牡蠣の

シーズン限定で開設される漁

協直営の販売所。 電話０７２-

４７６-０４７３

ダイニングキッチンヴィレ　

オーシャンビューで楽しめるレ

ストラン。 ランチは１１時から

１４時 〔休日〕 火曜日 〔電話〕

０７０-２０１５-０４６３

おすすめのお店

トイレ

駐車場

バス停

550m・約8分

950m・約12分

1200m・約15分

500m・約6分

300m・約4分

180m・約2分

80m・約1分

400m・約5分

240m・約３分

３６０m・約４分

１８００m・約２２分

４００m・約８分

１８０m・約２分

８０m・約１分

1000m・約12分

９６０m・約１２分

240m・約3分 ５００m・約６分

沿岸漁業が盛んで、近年
はカキの養殖も。

味楽　ボリュームたっぷりのま

ち中華。 ランチは１１時から１４

時 〔休日〕 火曜日 〔電話〕 ０

７２-４２５-７２３１

BUDDIES' アンティークな雰

囲気が楽しめる。 ランチは１１

時から１４時半 〔休日〕 火 ・ 水

曜日 〔電話〕 ０７２ -４６８ -７５

３０

ひなたぼっこカフェ　ランチと

和おやつのカフェ 。 11 時から

１７時 〔ランチ休業日〕 日・月・

木曜日 （ＷＳ開催のため） 〔電

話〕 070-1795-0112

この地図で紹介している散策ポイントの中には、 所有者がいらっしゃる場所
があります。 敷地に入られる際は、 事前に許可を得ていただくか、 事前に
許可を得ていない場合は外からご覧ください。

手軽にいける！おすすめコース
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